
フローチャート　19

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

フローチャート 1
卵巣癌・卵管癌・腹膜癌の治療

staging laparotomy/
primary debulking 
surgery (PDS)

（CQ01, 02, 09）

ⅠA/ⅠB期 低異型度
（CQ15）

ⅠA/ⅠB期 高異型度
明細胞癌
ⅠC 期

Ⅰ期
（CQ01）

Ⅱ～Ⅳ期
（CQ01, 02）

経過観察
（CQ19 ～ 21）

complete/optimal
surgery

suboptimal 
surgery

（CQ04）

薬物療法

不十分なstaging laparotomy
が行われた場合/

術後卵巣癌と判明した場合
（CQ04, 10）

試験開腹 /
原発巣が 
摘出困難 

NAC を考慮
（CQ05）

薬物療法

interval
debulking

surgery （IDS） 
（CQ04）

薬物療法

薬物療法

complete surgery   ：肉眼的に残存腫瘍なし
optimal surgery　  ：残存腫瘍径 1 cm 未満
suboptimal surgery：残存腫瘍径 1 cm 以上

経過観察
（CQ19 ～ 21）

初回治療
進行期の決定

病理組織学的診断 術後治療

注）�薬物療法に関して，初回治療はCQ11，CQ14，維持療法はCQ12，CQ13，腹腔内化学療法はCQ17，ホルモ
ン補充療法（HRT）はCQ22を参照のこと。
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フローチャート 2
再発卵巣癌・卵管癌・腹膜癌の治療

再発
（CQ24～30）

プラチナ製剤抵抗性

プラチナ製剤感受性

前回治療と交差耐性のない単剤化学療法（CQ24）
ベバシズマブ併用療法（CQ24）
緩和的放射線治療（CQ27）
best supportive care （BSC）（CQ28～30）

プラチナ製剤を含む多剤併用化学療法（CQ25）
ベバシズマブ併用 / 維持療法（CQ25）
オラパリブ維持療法（CQ25）

完全切除が可能と判断される腫瘍に対する
secondary debulking surgery（SDS）（CQ26）

治療

注）�プラチナ製剤による治療終了後から再発までの期間（platinum free interval；PFI）が 6カ月以上の再発症例を�
「プラチナ製剤感受性」，6カ月未満の再発症例を「プラチナ製剤抵抗性」と定義する。
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フローチャート 3
上皮性境界悪性卵巣腫瘍の治療

術中に診断
（CQ09）

基本術式 注 2）

＋
複数箇所の
腹膜生検

（CQ31）

経過観察
（CQ34）

診断時期 治療

妊孕性温存が
必要な症例

妊孕性温存が
必要でない症例

上皮性卵巣癌と
同様の治療

（CQ33）

術後に診断

妊孕性温存手術 注 1）

＋
複数箇所の
腹膜生検

（CQ32）

残存腫瘍あり，
または
浸潤性腹膜
インプラント
を認める
漿液性腫瘍

残存腫瘍なし・
浸潤性腹膜
インプラント
のない漿液性腫瘍

妊孕性温存が
必要な症例

妊孕性温存が
必要でない症例

先行手術で
残存腫瘍あり，または

浸潤性腹膜インプラント
を認める漿液性腫瘍

先行手術で
残存腫瘍なし・

浸潤性腹膜インプラント
のない漿液性腫瘍

妊孕性温存手術＋複数箇所の腹膜生検
（CQ10, 32）

妊孕性温存手術＋複数箇所の腹膜生検
（CQ32）または
上皮性卵巣癌と同様の治療

（CQ10, 33）

基本術式＋複数箇所の腹膜生検
（CQ10, 31）

基本術式＋複数箇所の腹膜生検
（CQ10, 31）または
上皮性卵巣癌と同様の治療

（CQ10, 33）

 経過観察
（CQ34）

先行手術で
残存腫瘍あり，または

浸潤性腹膜インプラント
を認める漿液性腫瘍

先行手術で
残存腫瘍なし・

浸潤性腹膜インプラント
のない漿液性腫瘍

注 1）�妊孕性温存手術は，患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診
注 2）基本術式は，両側付属器摘出術＋子宮全摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診
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フローチャート 4
悪性卵巣胚細胞腫瘍の治療

妊孕性温存が
必要な症例
（CQ37）

妊孕性温存手術
（CQ37）

未分化胚細胞腫（ⅠA 期），
未熟奇形腫 Grade 1/Ⅰ期＊

（CQ38）

化学療法
（CQ38）

妊孕性温存が
必要でない症例

（CQ36）

staging laparotomy/primary
debulking surgery（PDS）

〔リンパ節郭清（生検）は省略可能〕
（CQ36）

再発例
（CQ39）

化学療法
手術療法
放射線治療

化学療法
（CQ38）

経過観察
（CQ40）

未分化胚細胞腫（ⅠA 期），
未熟奇形腫 Grade 1/Ⅰ期＊

（CQ38）

＊15 歳未満の未熟奇形腫の完全切除例では，Grade によらず
  化学療法を行わずに経過観察することが推奨されている（CQ38）。

注）妊孕性温存手術は，患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診に加えて腹腔内精査
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フローチャート 5
性索間質性腫瘍の治療

妊孕性温存が
必要な症例（Ⅰ期）

（CQ42）

妊孕性温存が
必要でない症例

（CQ41）

再発例
（CQ44）

妊孕性温存手術
（CQ42）

staging laparotomy/primary
debulking surgery （PDS）

〔リンパ節郭清（生検）は省略可能〕
（CQ41）

化学療法
手術療法
放射線治療

経過観察
（CQ45）

治療 術後治療

化学療法
放射線治療

（CQ43）

化学療法
放射線治療

（CQ43）

再発ハイリスク
（CQ43）

再発ハイリスク
（CQ43）

注）妊孕性温存手術は，患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診に加えて腹腔内精査


